
                 日 時：平成２６年１１月１８日（火）15：00～ 

場 所：合同庁舎１号館５階共用１号会議室 

 

平成２６年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第８回） 
 

議 事 次 第 

 

１．開  会                                                       

 

２．挨  拶  
 

３．議  事 

【工事関係】 

       １）審査対象工事の全体説明                [資料－１] 

 

２）審査対象工事の個別説明                [資料－２] 

 

３）開札後整理                      [資料－３] 

 

【業務関係】 

４）審査対象業務の全体説明                 [資料－４] 

 

５）審査対象業務の個別説明                 [資料－５]  

 

４．閉  会 



◆公告前審査（評価項目・加算点の審査）・・・・・・２件

【技術提案評価型（S型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～

一般土木 長門俵山道路大寧寺第１トンネル工事 - - - ○

一般土木 太田川矢口排水機場建設工事 - - - ○

◆入札前審査（技術提案の審査）・・・・・・・・・・３件

【技術提案評価型（S型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～

一般土木 長門俵山道路大寧寺第２トンネル工事 - - - ○

一般土木 鳥取自動車道下味野トンネル工事 - - - ○

PC 総社一宮バイパス今岡第１高架橋ＰＣ上部工事 - - - ○

【　公告前審査　総括表　】

工種 工事名

ケーソンの確実な沈設に関する施工
計画

周辺への環境対策

社会的要請への対応

工事中の環境対策に関する施工計画

評価項目（技術提案）

施工体制評価点＋加算点の合計
計

-

工種

【　入札前審査　総括表　】

工事名
施工体制評価点＋加算点の合計

計
総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等

-
トンネル本体の品質・耐久性向上に関す
る施工計画

-

2

評価項目（技術提案）

総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

-

覆工コンクリートの品質・耐久性向上に
関する施工計画

押さえ盛土の品質・耐久性向上に関する
施工計画

-

-
トンネル本体の品質・耐久性向上に関す
る施工計画

-

3

-
橋梁上部工の品質・耐久性向上に関す
る施工計画



◆開札後整理・・・・・・・・全１件

【施工能力評価型（Ⅱ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～

受変電設備 大和山レーダ雨量観測所電源設備工事 - ○ - - 1

【　施工体制確認型総合評価方式　開札後整理　総括表　】    

工種 工事名
施工体制評価点＋加算点の合計

計



◆第８回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧
【技術提案評価型S型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

○ －
長門俵山道路大寧寺第１トン
ネル工事

本
官

一
般
土
木

－

ト
ン
ネ
ル

2
太田川河
川事務所

河
川

河
川
工
事
課

○ －
太田川矢口排水機場建設工
事

本
官

一
般
土
木

－

排
水
機
場

備
　
　
考

技術提案 施工能力等
①技術提案

合
計

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

工事の特性

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

施
工
体
制
評
価
点
計
①

評価内容２評価内容１

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

公
告
予
定
時
期

（
月

）

入札方式

加
算
点
の
合
計
②

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

品
質
確
保
の
実
効
性



◆第８回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【技術提案評価型S型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

④ ○
長門俵山道路大寧寺第２トン
ネル工事

本
官

一
般
土
木

－

ト
ン
ネ
ル

   本工事は、長門俵山
道路のうち、山口県長門
市深川湯本地内におけ
るトンネル工事である。
工事延長　L=320m
【大寧寺第２トンネル】
延長　L=194m

内空断面積：89.169m2

　トンネル構造
体として重要で
ある覆工コンク
リート及びイン
バートコンクリー
ト及びロックボル
トについて、より
良い品質を持っ
たコンクリート構
造物とする事が
重要である。

9 ○

公
募
型
指
名
競
争

技
術
提
案
評
価
型

（
S
型

）

－ ○ － 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

トンネル本体
の品質・耐久
性向上に関
する施工計
画

60.0 60.0
段階選
抜方式

2
鳥取河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

⑥ ○
鳥取自動車道下味野トンネ
ル工事

本
官

一
般
土
木

－

ト
ン
ネ
ル

　本工事は、鳥取自動車
道のうち、鳥取県鳥取市
下味野～鳥取市北村地
内におけるトンネル工事
である。
工事延長　L=860m
【下味野トンネル】
延長　L=822m

内空断面積 61.756m2

　トンネル構造体
として重要である
覆工コンクリートに
ついて、より良い
品質を持ったコン
クリート構造物と
する事が重要であ
る。
　また、低土被り
箇所において押さ
え盛土を行う予定
であり、確実な施
工が重要である。

10 ○

一
般
競
争

技
術
提
案
評
価
型

（
S
型

）

－ ○ － 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

覆工コンク
リートの品
質・耐久性向
上に関する
施工計画

48.0

押さえ盛土
の品質・耐久
性向上に関
する施工計
画

12.0 60.0

3
岡山国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

⑤ ○
総社一宮バイパス今岡第１高
架橋ＰＣ上部工事

本
官

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

-
橋
梁

　本工事は、一般国道１
８０号総社一宮バイパス
のうち、岡山県岡山市北
区一宮山崎～楢津地内
におけるＰＣ上部工事で
ある。
工事延長　L=290m
【今岡第１高架橋】
ＰＣ８径間連結コンポ橋
L=269ｍ

　橋梁の構造体
として重要であ
る上部工につい
て、より良い品
質を持った構造
物とする事が重
要である。
  また、本工事区
間の沿線に住居
が近接しており、
工事中の騒音な
どの環境対策に
配慮する必要が
ある。

9 ○

一
般
競
争

技
術
提
案
評
価
型

（
S
型

）

－ ○ － 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

橋梁上部工
の品質・耐久
性向上に関
する施工計
画

48.0

工事中の環
境対策に関
する施工計
画

12.0 60.0

審査対象工
事

No.

事
務
所
名

区
分

局
担
当
課

①施工体制評価点

工事名

本
官
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

工事概要 工事の特性

公
告
時
期

（
月

）

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

①技術提案

合
計

加
算
点
の
合
計
②

備
　
　
考

技術提案 施工能力等
②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

評価内容１ 評価内容２



◆第８回総合評価審査委員会　開札後整理工事一覧
【施工能力評価型Ⅱ型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

施
工
能
力
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1 本局
河
川

情
報
通
信
技
術
課

④ ⑥
大和山レーダ雨量観測所電源
設備工事

本
官

受
変
電
設
備

－

電
気
通
信

電源設備工　　 1式
機器据付調整　1式

8

一
般
競
争

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅱ
型

）

○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0 4.0 5.0 1.0 3.0 1.0 1.0 5.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0

工事概要No.

事
務
所
名

区
分

局
担
当
課

審査対象工
事

工事名

本
官
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

公
告
時
期

（
月

）

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

備
　
　
考

施工能力等

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

①施工体制評価点

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

加
算
点
の
合
計
②



審査対象業務一覧表

◆特定前審査　・・・・・・・・・・・・・・・・　３件

　(1)　プロポーザル方式・・・・・・・・・・・・　３件
        【公募型】

建築関係建設
コンサルタント
業務

広島合同２号館改修設計業務 広島合同２号館の耐震改修に係る建築、建築設備の基本設計を行う。

        【簡易公募型】

土木関係建設
コンサルタント
業務

河川維持管理データベース運用検討業務
河川維持管理に関わる河川基幹データベースである「ＲＭＤＩＳ」について、効
率的かつ効果的な運用に必要な検討を行う。

土木関係建設
コンサルタント
業務

幹線道路ネットワークのあり方に関する検討業
務

広域交通・防災・国土管理・都市圏の形成の観点から、国が管理すべき道路
ネットワークについて検討を行う。

・建物を使用しながらの中間層免震改修工事中における執務環境に配慮した設計の考え方についての提案（基礎
下免震改修との相違点を含める）
・中間層免震改修後の庁舎機能及び保全に配慮した設計の考え方（設備改修の観点も含む）についての提案（基
礎下免震改修との相違点を含める）

・ＲＭＤＩＳ運用上の課題の抽出手法における留意点
・継続的に利用可能なＲＭＤＩＳ運用手順書の作成における留意点

・一定の人口規模（約３０万人）の新たな都市圏形成のための道路ネットワークを検討するための着眼点
・過疎地域や半島地域を連絡する道路ネットワークの再点検を行うための着眼点

業務種別 業　務　名 業　　務　　概　　要 評　価　テ　ー　マ

業務種別 業　務　名 業　　務　　概　　要 評　価　テ　ー　マ



◇プロポーザル方式・特定前審査業務一覧表　平成26年11月18日総合評価審査委員会(第一部会）

1 営繕部
広島合同２号
館改修設計業
務

建築関係建
設コンサルタ
ント業務

広島合同２号館
の耐震改修に
係る建築、建築
設備の基本設
計を行う。

10以上
60未満

8月19日
公募型プ
ロポーザ
ル方式

数
値
化
し
な
い

4 4 8 17 25

数
値
化
し
な
い

4 4 2 10 25 8 12 20 45 100

参加表明者 配置予定技術者 実施方針 技術提案

No

重
点
審
査
案
件

部
名
又
は
事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

小
計

合
計

管理技術者

小計

主任担当技術者

小計 合計

管理技術者

小計

主任担当技術者

小計

建物を使用しながらの中
間層免震改修工事中にお
ける執務環境に配慮した
設計の考え方についての
提案（基礎下免震改修と
の相違点を含める）

中間層免震改修後の庁舎
機能及び保全に配慮した
設計の考え方（設備改修
の観点も含む）についての
提案（基礎下免震改修と
の相違点を含める）

総合：1.50
構造：1.50
電気：1.00
機械：1.00

総合：2.00
構造：2.00
電気：1.00
機械：1.00

総合：2.00
構造：2.00
電気：1.00
機械：1.00

総合：1.50
構造：1.50
電気：1.00
機械：1.00

総合：2.00
構造：2.00
電気：1.00
機械：1.00

総合：2.00
構造：2.00
電気：1.00
機械：1.00

保
有
資
格

同
種
類
似
業
務
経
験

業
務
成
績

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得

保有
資格

同種類
似業務
実績

保有
資格

同種類
似業務
実績

業務
成績

業務の
理解度

実施
体制

・
実施
方針

小計

特定テーマ ① 特定テーマ ②

6 8 25 20

総合：2.00
構造：2.00
電気：2.00
機械：2.00

5 6 6 5 6

保
有
資
格

同
種
類
似
業
務
経
験

業
務
成
績

概
算
金
額

（
百
万
円

）

公
示
日

入
札
契
約
方
式

技術提案書提出者の選定における評価の配点（参加表明書） 技術提案書の特定における評価の配点（技術提案書）

業務
成績

ＣＰＤ
取得



◇プロポーザル方式・特定前審査業務一覧表　平成26年11月18日総合評価審査委員会(第一部会）

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

2 河川部
河川維持管理
データベース運
用検討業務

土木関係建
設コンサルタ
ント業務

河川維持管理に関わる河川基
幹データベースである「ＲＭＤＩ
Ｓ」について、効率的かつ効果
的な運用に必要な検討を行う。

１０以上
６０未満

9月30日
簡易公募
型プロポー
ザル方式

5 10 30 5 (-5) 50 5 10 30 5 50

数
値
化
し
な
い

100 3 7 12 3 25 8 5 5 5 23

ＲＭＤＩＳ運用
上の課題の抽
出手法におけ
る留意点

7 7 6 6 26

継続的に利用
可能なＲＭＤＩ
Ｓ運用手順書
の作成におけ
る留意点

7 7 6 6 26 52 100

3 道路部

幹線道路ネット
ワークのあり方
に関する検討
業務

土木関係建
設コンサルタ
ント業務

広域交通・防災・国土管理・都
市圏の形成の観点から、国が
管理すべき道路ネットワークに
ついて検討を行う。

１０以上
６０未満

9月30日
簡易公募
型プロポー
ザル方式

5 10 30 5 (-5) 50 5 10 30 5 50

数
値
化
し
な
い

100 3 7 12 3 25 8 5 5 5 23

一定の人口規模
（約３０万人）の
新たな都市圏形
成のための道路
ネットワークを検
討するための着
眼点

7 7 6 6 26

過疎地域や半
島地域を連絡
する道路ネット
ワークの再点
検を行うため
の着眼点

7 7 6 6 26 52 100

No

重
点
審
査
案
件

部
名
又
は
事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

概
算
金
額

（
百
万
円

）

公
示
日

入
札
契
約
方
式

技術提案書提出者の選定における評価の配点（参加表明書） 技術提案書の特定における評価の配点（技術提案書）

的確性 実現性

参加表明者 配置予定技術者

実
施
体
制
の
妥
当
性

合
　
　
計

配置予定技術者 実施方針 技術提案

小
　
　
計

合
 
 

計

資格・実
績

成績・表
彰

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

小
　
　
計

資格・実
績

成績・表
彰

小
　
　
計

資格・実
績

成績・表
彰

小
　
　
計

業
務
理
解
度

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

管理
技術者

管理
技術者

登
録
等
の
有
無

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

管理
技術者

管理
技術者

計

テ
ー
マ
内
容

的確性 実現性工
程
計
画
の
妥
当
性

そ
の
他

（
知
識

）

小
　
　
計

評価テーマ ① 評価テーマ ②

計

テ
ー
マ
内
容
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